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12 GHz 帯のダウンコンパーターの解析，設計は，信号. 1 F .イメージ周波数帯における各回路エ
レメントの等価回路定数の周波数特性およびミキサ一部と IF 増幅器の聞の非整合の影響を考慮した状
態で進められている。即ちこ乙で用いた解析は 回路損失が考慮されてない乙とを除けば，ほぼ現実の
ダウンコンバーターの特性を推定し得るものである白そして 1 1.7... 12.2GHz の信号周波数帯， 0.96 
-1.46 GHz の IF 周波数帯において，雑音指数の実験値として 3.3 -3.7 dB が得られ.本解析によ
る理論値 3.2 -3.6 dB と良い一致をみたことを示している白
また. 22 GHz 帯のダウンコンバーターは，将来の高品位TV放送受信を目的に開発したもので，乙
乙で行った解析の特長は，高周波化にともない無視できなくなった回路損失を考慮した牧態で，種々の
雑音発生要因のふるまいを理論的に解明したことにある白さらに，雑音指数を最小にするために， ミキ
サーダイオードの直列拡散抵抗 Rs と非線形接合容量 C j の最適化を行い 準ミリ波領域でのミキサー
ダイオードの開発方向を明示している。そして試作ダウンコンパーターの特性として. 22.5 --23.0 GH z 
の信号周波数帯. 3.7 -4.2 GHz の IF 周波数帯において，雑音指数の実験値として 4.9-5.2 dB が得
られている。
本研究により，ショットキーミキサーダイオードと立体平面回路を用いた衛星放送受信用低雑音ダウ






衛星放送の家庭向受信機の構成は 屋外ユニットにて衛星から送られて来るビデオ信号を乗せた 1 2 












このようなミキサーの雑音解析と立体平面回路の解析に基いて， 12 GHz 帯および 22 GHz 帯のダウン
コンパーターを詣十・試作して良好な結果を得た。すなわち 11. 7 -12.2 GH z の信号周波帯で雑音指
数 3.3-3.7 dB , 22.5-23.0GHz の信号周波帯で雑音指数 4.9-5.2 dB の良好な実験値を得た。
12 CHz 帯での理論値は実験値と比べて 0.1 dB だけ低い値を示すにとどまり 本論文の雑音解析結果
が非常に有効である乙とが分った。
乙のように本研究は世界に先がけて衛星放送受信用の低雑音ダウンコンパーターの研究開発K成功した
もので，その成果は通信工学に新しい知見をもたらすと共に，衛星放送実現に貢献した所大きく学位
論文として価値あるものと認める白
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